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皮膚・体の健康に与える皮膚常在細菌叢の役割
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Abstract
The presence of skin microbiome on the surface of the skin and their involvement in the host immunological homeo-

stasis and in the pathogenesis of inflammatory skin diseases is becoming elucidated. Staphylococcus aureus (S. aureus) has 
long been known to colonize the skin of patients with atopic dermatitis (AD), but its involvement in the pathogenesis of the 
disease was unknown. Recent studies have shown that AD patients experience a disruption of the bacterial balance (dys-
biosis), in which the diversity of the microbiome decreases and the number of S. aureus increases during flare, and that this 
may contribute to the worsening of the dermatitis. Several S. aureus-targeted therapies have been developed and have shown 
some efficacy on AD.
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1. は じ め に

ヒトの体内には，多くの常在微生物が存在しており
微生物叢（マイクロバイオーム）を形成している。マイ
クロバイオームは細菌，古細菌，真菌，ウイルスなどの
さまざまな微生物により構成される。マイクロバイオー
ムは，皮膚や，口腔，鼻腔，肺胞などの呼吸器系粘膜，
そして食道・小腸・大腸などの消化器系，さらに子宮・
膣・膀胱・尿管などの泌尿器系などに存在することが知
られている。本稿では，マイクロバイオームの中でも特
に皮膚マイクロバイオームに注目し，皮膚常在細菌叢お
よび，皮膚常在細菌と皮膚疾患のかかわりについて概説
する。

2. 皮膚の構造と機能

皮膚は体内環境と体外環境を隔てるバリア臓器であ
り，その第一義的な機能は体外からのさまざまな有害物
の侵入を阻止し，体内の水分・有用物質が体外に漏出す
るのを防ぐバリア機能である。皮膚には，角層とタイト
ジャンクション（tight junction; TJ）という2つの物理的
バリアが存在する。角層は，角化・脱核したケラチノサ
イトが膜状となり重層化したものであり，空気環境と液
性環境の間を隔てるバリアとして，角層の内側の細胞を

乾燥や外力による障害から守っている。角層は，一般に
分子量500 Da以上の物質をほとんど通過させない。す
なわち，表皮には角層と TJ，2つのバリアが存在してお
り，このバリアを介して経皮的な免疫応答が誘導されて
いる。このバリア機能以外にも皮膚は，皮脂や汗を分泌
する分泌作用，体温調節作用，皮下脂肪などを蓄える貯
蓄作用，老廃物を汗などから排出する排泄作用，そして
皮膚表面のさまざまな刺激を感知する知覚作用を持つ。

3. 皮膚マイクロバイオーム

皮膚は体内環境と体外環境を隔てるバリア臓器である
と同時に，その表面には多数の細菌，真菌，ウイルスな
どの微生物が共生し，皮膚特有の微生物集団を構成し
ている。これらは皮膚常在微生物叢（マイクロバイオー
ム）と呼ばれ，ただ皮膚表面に存在するだけでなく，微
生物同士あるいは宿主とのクロストークを介して安定し
た複雑な生態系を構成している。

1）皮膚常在細菌叢
皮膚常在細菌叢は近年の次世代シークエンサーを用
いた解析手法，すなわち，細菌由来の16Sリボソーム
RNA遺伝子解析により皮膚常在細菌叢の網羅的解析が
行われ，その詳細が明らかとなってきている。
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